
広報
今月の主な内容

いの町の人口
（平成29年7月末現在）

◦総人口 23,475（23,840）人　

◦男　性 11,184（11,371）人　

◦女　性 12,291（12,469）人　

◦世帯数 10,708（10,748）世帯

（　　）内は前年同月末日
※住民基本台帳人口による

いの町公式ホームページ
http://www.town.ino.kochi.jp/

No.1 5 62 0 1 7

いの町上下水道組合
☎ 090－9555－6246

上下水道休日当番
固定資産税　　　　３期
国保税　　　　　　３期
介護保険料　　　　３期
後期高齢者医療保険料　３期

今 月 の 納 税

9

2 	 叙勲・功労受賞者祝賀会
3 	 農業委員・農地利用最適化推進委員の委嘱
4 	 ＲＫＣ杯少年サッカー大会優勝
　	 民生委員制度創設百周年
5 	 平成29年度町の間伐事業などの支援制度
6 	 母子保健推進員養成講座の開催
7 	 計量器定期検査のお知らせ

本川地区の瓶ヶ森では、平野部より一足先に季節が秋へと向かっていきます。
例年10月初旬から中旬にかけて紅葉の見ごろを迎えます。

8月初旬の瓶ケ森（標高1,897ｍ）
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中島　敏彦 さん
（年金委員功労）

いの町天神

中山　　和 さん
（食生活改善事業功労）

いの町是友

氏原　秀一 さん
（警察功労）
いの町枝川

池　　康晴 さん
（教育功労）
いの町天王

松原　恒良 さん
（更正保護功労）

いの町枝川

厚生労働大臣表彰

厚生労働大臣表彰 瑞宝双光章

文部科学大臣表彰 法務大臣表彰

功績の概要

功績の概要功績の概要

功績の概要 功績の概要

　平成10年5月に高知西社会保険委員会理事に就任し
て以来、様々な社会保険関係の職務を歴任され、現在は
全国社会保険委員会連合会副会長や高知県社会保険委
員会連合会会長などとして、精力的に活動されている。

　永きにわたり警察職務に精励し、公共の安全と
秩序の維持に尽力される。
　主に地域警察官として、地域における少年非行
防止や犯罪抑止活動に努められた。

　昭和58年に食生活改善推進員として、現在に至
るまで34年の永きにわたり、食を通した健康づく
りを積極的に推進して、地域住民の健康増進と栄
養改善の普及に大きく貢献されている。

　昭和55年に高知丸の内高等学校教諭として採用さ
れて以来、高知県教育委員会事務局教育次長などを
歴任され、現在は、高知追手前高等学校校長として、
教育行政の発展に大きく貢献されている。

　平成６年から今日に至るまで、保護司として、
主に保護観察事件や生活環境の調整事件の担当と
して、永きにわたり活躍されている。

叙勲・功労受章者祝賀会が
開催されました

　7月15日、コスモス農協伊野支所で叙勲・功労受
章者祝賀会が開催され、町民の皆様と一緒にお祝い
をしました。受章された方々は、次のとおりです。
　また、お写真につきましては、出席された方のみ
となっております。

受 者章 紹 介 （順不同）

（団体表彰）
いの町食生活改善

推進協議会 
会長　吉良　征世 さん

（栄養関係功労）

（団体表彰）
いの町消防団 

団長　別役　隆雄 さん
（防災功労）

厚生労働大臣表彰 内閣総理大臣表彰

功績の概要功績の概要

　平成26年8月の2つの台風による集中豪雨の際
には、昼夜にわたり水防活動や住民の避難誘導等
を行い、一人として人的被害を出さず、被害の軽
減に多大な貢献をされた。

　伊野、吾北、本川支部が平成16年の町村合併を
経て統合され、それぞれの取り組みを全町に広げ
ながら、より一層地域に根付いた食育等の活動を
実践されている。
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11
名
（
応
募
順
）

① 山岡　　寛
（会長）

⑦ 大原　美智子

山中　久光

水田　　実

③ 水田　博章

⑨ 和田　光正

西野内　國廣

⑤ 刈谷　真幸

⑪ 井上　繁利

森田　弘志

中岡　弘明

② 北川　善雄
（会長職務代理）

⑧ 尾﨑　一章

氏原　憲明

揚田　一広

④ 筒井　延代

⑩ 山岡　　寿

尾﨑　博達

川村　輝男

⑥ 池澤　秀幸

⑫ 伊東　豊江

小松　保喜

山本　武巧
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民生委員・児童委員は、住民の立場から安心安全な生活を支えるボランティアです。
何か困ったことがあればお気軽にご相談ください。

平
成
29

年に
創設100周年を迎え

ま
す
。

民生委
員制度は、

　いの町スポーツ少年団所属の伊野ライジングＦＣが、７月９・10日に野市ふれあい広場で開催された（一
社）高知県サッカー協会主催の第37回ＲＫＣ杯高知県少年サッカー大会中学年の部で優勝しました。
　高知県ナンバーワンチームを決める本大会には、県内地区予選を勝ち抜いた高学年・中学年各16チームが参
加し、伊野ライジングＦＣ中学年は、日ごろの練習の成果を十分に発揮し、見事に高知県チャンピオンとなり
ました。

●連絡先／川澤　☎ ０９０-２７８１-４６８５又は「伊野ライジングＦＣ」で

【出場メンバー】右から
　濵田　暖大（神谷小４年）、田村　昴（伊野小４年）、濵田旺治郎（伊野小４年）、山岡　泰士（枝川小４年）
　森田　陵斗（枝川小４年）、田村　悠人（伊野小４年）、増田　丈浩（伊野小４年）、溝渕　翔（伊野小４年）
　宮𦚰　理斗（伊野小４年）、市川　凌多（神谷小４年）

ＲＫＣ杯少年サッカー大会優勝おめでとうございます
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平成29年7月分

※町公式ホームページにも掲載しています。

基準値 公園町水系 鎌田水系 伊野南 上八川 長 沢

一般細菌 100個／ｍL以下 1未満 1未満 1未満 0 0

大腸菌 検出されないこと 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず

塩化物イオン 200㎎/L以下 2.5 2.9 4.5 1.6 2.3

有機物 3㎎/L以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.5 0.3

ｐH 5.8以上8.6以下 7.3 7.1 7.0 7.9 7.1

味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 5度以下 1未満 1未満 1未満 1未満 1

濁度 2度以下 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.1未満 0.1

※検査機関によって結果の表記に違いがありますが、全ての地点で水質基準を満たしています。

いの町上水道水質検査結果

平成29年度　町の間伐事業などの支援制度

事　業　区　分 補助要件など 補　　助　　率

保育間伐
・対象林齢：11年生～60年生の人工林
　（除伐の場合は11年生～25年生）
・本数間伐率おおむね30％、除伐

県標準単価に森林保険加入に要した代金相当
額を加えた額

搬出間伐

・対象林齢：31年生～60年生の人工林
・本数間伐率おおむね30％
・原則、伐採木の80％以上かつ、材積１ha当たり40㎥
以上を搬出

搬出材積に応じた額と県標準単価を比較し高
い額

森林作業道整備

開　　設 ・間伐材の搬出など林業経営のため必要な森林作業道の
開設

１m当たり1,500円～4,000円
国庫事業を活用した場合は国・県補助残の
1/2以内

路面整備 ・間伐材の搬出など林業経営のため必要な森林作業道の
路面整備 １m当たり200円～500円

路面改良
・間伐材の搬出など林業経営のため必要な森林作業道の
路面改良（コンクリートによる簡易舗装）
・森林経営計画に基づく路線

１m当たり2,200円～2,650円

除　　草 ・間伐材の搬出など林業経営のため必要な森林作業道の
除草 １㎡当たり30円

災害復旧 ・台風、集中豪雨などの災害により破損した森林作業道
の復旧

１箇所当たり事業費の90％以内、かつ、上
限500,000円（ただし、国・県補助額を差
し引いた額）

広葉樹樹下植栽 ・間伐実施後などの人工林において植栽した広葉樹の苗
木代 １本当たり500円（消費税込）以内

・人工造林（再造林）
・付帯施設等整備
　（鳥獣害防止施設等整備）

・優良な人工林の造成を目的にして行う地拵え、植栽な
ど
・造林事業での採択を受けた箇所

県標準単価の10％～22％以内
※造林事業などの補助率とあわせると最大で
100％となります。

下刈り
・優良な人工林の造成を目的にして行う下刈り
・対象林齢：１年生～３年生の人工林
・造林事業での採択を受けた箇所

県標準単価の10％以内

枝打ち
・優良な人工林の造成を目的にして行う枝打ち
・対象林齢：11年生～30年生の人工林
・造林事業での採択を受けた箇所

県標準単価の10％以内

竹林改良
・隣接する人工林の生育に影響を及ぼしている、又は影
響を及ぼす可能性が高いと認められる放置竹林の伐採
（皆伐）から植栽、下刈り

県標準単価及び町が定める標準単価の100％
以内

主伐（皆伐）
・森林資源の循環利用を目的にして行う主伐（皆伐）
・皆伐後、平成27年度以降に高知県造林事業での採択
を受け、人工造林(再造林)を実施した箇所

１ha当たり160,000円

※補助事業の詳細については別途、お問い合わせください。

町では、森林の健全化及び林業振興を図るため下記の事業について支援を行っています。
■「仁淀川」山の手入れで元気モリモリ事業　　■「吉野川」水源の森整備事業
■いの町森林（もり）づくり交付金事業　　　　■森林資源循環利用促進事業

▪ 森林政策課（吾北総合支所内）　☎ ８６７－２３２２　／　▪ 高知中央森林組合　☎ ８６７－２２２１
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人権擁護委員無料相談のご案内
地区 今月の相談日 相談時間 開　催　場　所

伊野 ９月20日㈬ 13：30～16：30 すこやかセンター伊野
１階　小会議室

吾北 ９月４日㈪ 10：00～15：00 吾北山村開発センター

法務局相談窓口・問い合わせ
（祝休日を除く月～金曜日　受付 8：30～17：00）

高知地方法務局人権擁護課 ☎ 822－3503

人権擁護委員の連絡先
氏　名 住　　所 電話番号

杉本　寛子  いの町6466－5 ☎ 892－2513
井上　　晃  　〃　加田599 ☎ 892－1154
藤木　栄子  　〃　天王南9丁目12－2 ☎ 891－6684
金子　　覺  　〃　枝川826－1 ☎ 893－2135
坂本　美加  　〃　波川2128－3 ☎ 892－4899
髙橋美智子  　〃　上八川甲1920 ☎ 867－2426
山本　周児  　〃　戸中81－5 ☎ 873－5422

「母子保健推進員養成講座」開催！！
赤ちゃん・子どもが好きな方大募集！！

　母子保健推進員を知っていますか？母子保健推進員は、地域の身近な子育て支援者です。

　活動内容は、町が行っている乳幼児健診や育児相談での身体計測やおやつ作り、お子さんの見守りのお手伝

いなどがあります。子育て中の親子とふれあい、成長を見守るやりがいのあるボランティアです。

　地域で子育て家庭をあたたかく見守り、支援していただけるメンバーを増やすため、10月から下記の日程で

養成講座を開催します（全５回の受講が必要です）。

　子どもが大好きな方、子育てに関心がある方で、母子保健事業に協力できる方の参加をお待ちしています。

日　　時 内　　　容 講　　　師

1
　 10月18日（水）

　 13：30～15：30

・母子保健の現状

・母子保健活動について

・乳幼児の健康について

保健師

母子保健推進員代表

仁淀病院

　小児科医　倉繁　迪 氏

2
　 10月23日（月）

　 10：00～12：00

・離乳期と幼児期の食事や親子の食育の大切さ

・乳幼児の口腔ケアについて

管理栄養士

地域歯科衛生士　中村　鶴美 氏

3
　 11月  6日（月）

　 9：30～12：00

・育児期の母子への関り方について

・おやこっこたいむオリエンテーション

高知大学医学部附属病院

　　　助産師　森本　雅子 氏

保健師

4

① 11月  7日（火）

② 11月14日（火）

③ 11月21日（火）

　 9：20～11：30

・実際におやこっこたいむに参加してみよう！

（3日間のうち、いずれかに参加）

　保健師

　管理栄養士

　母子保健推進員

5
　 11月28日（火）

　 10：00～12：00

・修了証書授与

・これからの活動について

・子どもとの関わり方、こんにちは赤ちゃん訪

問（虐待予防の視点）

・現役母子保健推進員との交流会

　
保健師

認定 NPO 法人カンガルーの会

　　　保育士　中西　尚子 氏

母子保健推進員

◆ 受講料：無料
◆ 申し込み締め切り日：10月10日（火）
◆ 申込・問い合わせ：ほけん福祉課（すこやかセンター伊野内）　☎ ８９３‒３８１１
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計量器の定期検査のお知らせ

　取引又は、証明に使用する計量器は、計量法で２年に一度実施する定期検査を受検することが義務付けられ
ています。次のとおり検査を実施しますので受検してください。

検　　査　　日 受付時間 場　　　　所

９月１１日（月）
１１：００～１２：００

本川総合支所
１３：００～１４：３０

９月１２日（火）
１１：００～１２：００ 屋内ゲートボール場すぱーく吾北

１３：３０～１５：００ 吾北中央公民館

９月１３日（水）
１０：００～１１：３０ 旧伊野町農業協同組合八田支所

１３：３０～１４：３０ 波川公民館

９月１４日（木）
１０：００～１２：００

すこやかセンター伊野
１３：００～１６：００

９月１５日（金）～１２月１５日（金）
（土、日、祝日を除く）

　９：００～１２：００
高知県計量検定所

１３：００～１６：００

入札結果のお知らせ（平成29年４月～平成29年６月）						    
入札日 入札方法 工　　事　　名 工事場所 工事担当課 落札金額 落札業者

5月16日 指名競争入札 平成28年度　枝川小学校エアコン機
械設備工事 枝川小学校 教育委員会事務局 11,880,000 有限会社エイトテック

5月16日 指名競争入札 平成28年度　伊野南小学校エアコン
機械設備工事 伊野南小学校 教育委員会事務局 13,921,200 有限会社テックイン・

ヤマナカ

5月16日 指名競争入札 平成28年度　伊野南小学校エアコン
電気設備工事 伊野南小学校 教育委員会事務局 11,556,000 有限会社田村電気

5月23日 指名競争入札 平成29年度　いの町内浚渫工事 町内 土木課 11,102,400 株式会社都市美粧建設

5月24日 一般競争入札 平成29年度　鎌田地区 雨水対策工事
（機械設備-1） 鎌田 土木課 74,919,600 クボタ機工株式会社

四国営業所

6月  5日 指名競争入札 平成28年度　林業専用道程野敷槙線
開設工事 清水上分 吾北建設課 42,120,000 大洋建設株式会社

6月22日 指名競争入札 平成29年度　「がけくずれ」住家防
災対策工事 奥名 土木課 10,123,920 株式会社ダックテック

6月22日 指名競争入札 平成29年度　農道敷槙線改良工事 清水上分 吾北建設課 14,472,000 有限会社伊東組

■ 問い合わせ　　高知県計量検定所　☎ ８４５－７７７０　
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お
知
ら
せ

お
　
　
礼

ニ
ュ
ー
ス

お
礼寄

付
の
お
礼

　

い
の
町
八
田
１
３
０
５
番
地
、

北
川
功
様
か
ら
多
額
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

紙
上
を
も
ち
ま
し
て
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
淀
病
院

お
礼寄

贈
の
お
礼

　

吾
北
地
区
上
八
川
出
身
の
川
村

裕
夫
さ
ん
の
ご
意
向
に
よ
り
、
母

校
の
吾
北
中
学
校
に
、
四
国
銀
行

「
学
び
応
援
債
」
に
よ
る
図
書
と

ス
ポ
ー
ツ
用
品
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

紙
上
を
も
ち
ま
し
て
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
委
員
会
事
務
局

ニ
ュ
ー
ス

元
行
政
相
談
委
員
の
次
田
敏
幸

氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

い
の
町
で
48
年
の
長
き
に
わ
た

り
行
政
相
談
委
員
を
務
め
ら
れ
３

月
末
で
退
任
さ
れ
た
次
田
敏
幸
氏

（
写
真
中
央
）
が
、
公
益
社
団
法

人
全
国
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議

会
会
長
か
ら
特
別
表
彰
さ
れ
、
７

月
14
日
に
役
場
町
長
室
で
贈
呈
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
行
政
評
価
事
務
所

☎
８
２
４-

４
１
０
０

ニ
ュ
ー
ス

第
67
回
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
に
つ
い
て

　

｢

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動｣
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な

運
動
で
、
７
月
を
強
調
月
間
と
し

て
い
ま
す
。

▼
行
動
目
標

・
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安

心
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の

取
組
を
進
め
よ
う

・
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

▼
重
点
事
項

・
出
所
者
な
ど
の
事
情
を
理
解
し

た
上
で
雇
用
す
る
企
業
の
数
を

増
や
す
こ
と

・
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、

刑
務
所
か
ら
社
会
に
戻
る
人
の

数
を
減
ら
す
こ
と

・
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
と
社
会

復
帰
を
長
期
的
に
支
え
る
地
域

の
環
境
を
作
る
こ
と

・
犯
罪
を
し
た
高
齢
者
・
障
害
者

な
ど
が
、
社
会
復
帰
に
必
要
な

支
援
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
作

る
こ
と

　

関
係
諸
団
体
の
協
力
、
参
加
に

よ
り
、
７
月
６
日
に
内
閣
総
理
大

臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
式
と
広
報

車
に
よ
る
啓
発
パ
レ
ー
ド
、
７
月

25
日
に
伊
野
南
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ズ

音
楽
隊
の
皆
さ
ん
を
先
導
に
徒
歩

に
よ
る
啓
発
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
７
月
の
強
調
月
間
期
間

中
、
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
の

ロ
ビ
ー
で
、
伊
野
小
学
校
と
枝
川

小
学
校
の
児
童
に
よ
る
啓
発
絵
画

を
展
示
し
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

第
6
回

「
ニ
ッ
ポ
ン
高
度
紙
工
業・輪り

ん

の
森
」交
流
活
動

　

ニ
ッ
ポ
ン
高
度
紙
工
業（
株
）と

町
が
締
結
し
た
協
働
の
森
づ
く
り

事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
定
に
基
づ

き
、
７
月
9
日
、
清
水
程
野
地
区

に
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
・
パ
ー
ク
ほ

ど
の
」
に
お
い
て
、
ニ
ッ
ポ
ン
高

度
紙
工
業（
株
）の
関
係
者
の
皆
さ

ん
、
高
知
中
央
森
林
組
合
、
県
及

び
町
の
職
員
、
約
70
名
が
参
加
し

て
交
流
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

間
伐
体
験
は
、
雨
の
た
め
に
中

止
し
、
木
工
教
室
を
実
施
し
ま
し

た
。
木
工
教
室
で
は
、
竹
食
器
作

り
と
、
木
片
な
ど
を
用
い
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
竹
食
器
作
り
で
は
高
知
中
央

森
林
組
合
の
指
導
に
よ
り
、
昼
食

に
使
用
す
る
器
、
コ
ッ
プ
、
お
箸

を
作
製
し
ま
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
作
り
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

の
木
片
や
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
を
貼
り

合
わ
せ
た
り
、
色
を
塗
っ
て
、
皆

さ
ん
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
を

完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
回
初
め
て
の
実
施

と
な
る
ア
メ
ゴ
の
掴
み
取
り
を
行

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
元

気
に
泳
ぎ
回
る
ア
メ
ゴ
を
び
し
ょ

濡
れ
に
な
り
な
が
ら
夢
中
で
追
い

か
け
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ア

メ
ゴ
を
掴
ま
え
る
度
に
、
大
き
な

歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
毎
年
好
評
の
吾
北
地

区
農
漁
村
女
性
グ
ル
ー
プ
研
究
会

に
よ
る
季
節
感
あ
ふ
れ
る
創
作
田

舎
料
理
に
加
え
、
流
し
そ
う
め
ん
、

ア
メ
ゴ
の
塩
焼
き
で
す
。
焼
き
立

て
の
ア
メ
ゴ
の
味
に
、
皆
さ
ん
思

わ
ず
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

自
然
の
恵
み
を
体
感
し
た
一
日
に

な
り
ま
し
た
。
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お
　
　
礼

お
知
ら
せ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

水
難
事
故
注
意
広
報
活
動
を

実
施

　

７
月
23
日
に
、
土
佐
警
察
署
、

い
の
町
消
防
団
、
仁
淀
消
防
組
合

合
同
で
、
仁
淀
川
水
難
事
故
注
意

広
報
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

広
報
活
動
は
、
波
川
親
水
公
園

で
実
施
さ
れ
、
遊
泳
客
に
、
仁
淀

川
の
危
険
区
域
の
場
所
や
そ
こ
で

は
遊
泳
し
な
い
こ
と
を
注
意
す
る

内
容
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、

安
全
な
河
川
利
用
に
つ
い
て
、
呼

び
か
け
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

河
川
に
は
水
の
流
れ
が
複
雑
な

と
こ
ろ
や
、
急
に
深
く
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
今
夏
も
痛
ま

し
い
水
難
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
河
川
利
用
時
に
は
、
川
の
危

険
性
を
十
分
に
理
解
し
、
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
楽
し
く
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

男
女
消
防
団
員
募
集
!!

～
わ
が
町
い
の
町
を
守
ろ
う
～

　

町
で
は
、
町
内
在
住
の
方
で
地

域
で
の
防
火
・
防
災
活
動
に
従
事

し
て
く
れ
る
消
防
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
18
歳

以
上
の
方
の
入
団
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

入
団
の
申
し
込
み
、
消
防
団
活

動
に
対
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
各
分
団
ま
た
は

仁
淀
消
防
署
（
☎
８
９
３-

３
２

２
１　

消
防
団
係
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

9
月
の
消
防
団
行
事
予
定

９
月
３
日（
日
）

　

吾
北
方
面
隊
秋
季
総
合
演
習

お
知
ら
せ

山
で
の
遭
難
事
故
に
注
意
し

ま
し
ょ
う

　

近
年
、
町
内
で
も
山
岳
遭
難
に

よ
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

遭
難
防
止
に
向
け
て
、
次
の
点
に

注
意
し
、
安
全
な
登
山
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

①
体
力
な
ど
を
考
慮
し
、
余
裕
の

あ
る
登
山
計
画
を
作
成
し
ま

し
ょ
う
。

②
万
一
に
備
え
て
、
入
山
前
に
高

知
県
警
察
本
部
に
、
登
山
計
画

書
の
提
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
入
山
前
に
装
備
品
の
点
検
を
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
万
一
に
備

え
て
、
食
料
は
多
め
に
携
行
し

ま
し
ょ
う
。

④
事
前
に
天
候
の
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。
山
の
天
候
は
急
変
し

ま
す
。
携
帯
電
話
や
ラ
ジ
オ
等

を
活
用
し
、
気
象
情
報
は
常
に

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
携
帯
電
話
や
無
線
機
な
ど
を
携

行
し
、
通
信
手
段
を
確
保
し
ま

し
ょ
う
。
予
備
の
電
池
な
ど
も

携
行
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
家
族
や
周
囲
の
人
に
、
行
き
先

や
帰
宅
時
間
な
ど
を
知
ら
せ
、

単
独
行
動
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　ニ
ュ
ー
ス

吾
北
地
区
自
主
防
災
会
連
合

会
視
察
研
修

　

７
月
30
日
に
、
吾
北
地
区
の
自

主
防
災
会
の
代
表
者
な
ど
41
名
が
、

高
知
ぢ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
Ｋ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
防
災
危
機
管

理
展
２
０
１
７
へ
視
察
研
修
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
小
合
わ
せ
て
62
箇
所
あ
る
企

業
・
団
体
ブ
ー
ス
で
は
、
非
常
食

や
発
電
機
、
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
の

自
社
商
品
の
Ｐ
Ｒ
や
、
昭
和
南
海

地
震
の
写
真
展
示
な
ど
が
あ
り
、

参
加
者
は
足
を
止
め
て
説
明
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
小
・

中
・
高
の
児
童
・
生
徒
が
地
域
と

連
携
し
た
避
難
訓
練
な
ど
、
学
校

で
の
取
組
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
消
防
の
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

に
よ
る
救
助
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

　

様
々
な
展
示
や
子
ど
も
た
ち
の

取
組
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
参

加
者
か
ら
自
主
防
災
会
の
資
機
材

の
見
直
し
や
、
連
携
を
強
め
よ
う

と
い
う
声
も
聞
か
れ
、
地
域
の
防

災
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
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お
　
　
礼

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

高
知
広
域
都
市
計
画
変
更

（
素
案
）の
縦
覧
、
説
明
会
及

び
公
聴
会
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
高
知
広
域
都
市
計
画

の
変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
都
市
計
画
の
内
容

　

高
知
広
域
都
市
計
画
下
水
道

（
い
の
町
公
共
下
水
道
）
の
変
更

▼
縦
覧
期
間
及
び
場
所

　

９
月
１
日（
金
）～

　
　

９
月
15
日（
金
）

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
８
時
30

分
～
17
時
15
分
）

　

土
木
課

▼
説
明
会
日
時
及
び
場
所

　

９
月
９
日（
土
）　

19
時
～

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野

　

大
会
議
室

▼
公
聴
会
日
時
及
び
場
所

　

９
月
25
日（
月
）　

14
時
～

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野

　

大
会
議
室

※
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
よ
う
と

す
る
方
は
、
９
月
15
日（
金
）

17
時
15
分
（
郵
送
の
場
合
は
当

日
必
着
）
ま
で
に
、
意
見
の
要

旨
及
び
そ
の
理
由
な
ら
び
に
住

所
、
氏
名
を
記
載
し
た
書
面
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
意
見
は
、
今
回
の
縦
覧
に
関
係

す
る
内
容
に
限
り
ま
す
。

※
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
方
が

い
な
い
場
合
は
、
公
聴
会
を
開

催
し
ま
せ
ん
。
開
催
し
な
い
場

合
は
町
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

土
木
課

　

〒
７
８
１-

２
１
９
２

　

い
の
町
１
７
０
０
番
地
１

☎
８
９
３-

１
１
１
６

お
知
ら
せ

乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
に
つ
い
て

　

9
月
は
、
乳
幼
児
医
療
費
受
給

者
証
の
更
新
時
期
で
す
。（
0
歳

児
を
除
く
。）
平
成
29
年
度
か
ら
、

更
新
の
申
請
手
続
き
が
不
要
と
な

り
ま
し
た
。

　

10
月
か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い

受
給
者
証
は
、
9
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。

※
転
入
等
に
よ
り
所
得
判
定
が
で

き
な
い
場
合
は
、
手
続
き
が
必

要
で
す
。

▼
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
1
歳
か

ら
就
学
前
ま
で
の
児
童

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課

☎
８
９
３-

１
１
１
７

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
９-

２
１
１
２

お
知
ら
せ

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対

策
分
）の
申
請
期
限
は
９
月

29
日（
金
）で
す

　

消
費
税
増
税
に
伴
い
、
所
得
が

少
な
い
方
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
、「
臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済

対
策
分
）」
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
申
請
の
受
付
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

　

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
方
に
は
、
４
月
下
旬
に
申
請
書

な
ど
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
申
請

期
限
は
、
9
月
29
日（
金
）で
す
。

　

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
方
で
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
申
請
期
限
ま
で
に
お
忘
れ

な
く
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
書
に
不
備
が
あ
る

場
合
は
不
備
の
お
知
ら
せ
を
し
て

い
ま
す
。
不
備
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

不
備
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た

ら
、
内
容
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
方
で
、
申
請
書
が
届
い
て
い
な

い
場
合
や
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

☎
８
９
３-

３
８
１
８

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
８
６
９-

２
１
１
２

振
り
込
め
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

　

給
付
金
に
絡
む
詐
欺
被
害
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
給
付
金
事
業

の
実
施
に
際
し
、

●
町
職
員
か
ら
電
話
に
よ
る
Ａ
Ｔ

Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の

現
金
自
動
支
払
機
）
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、

他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で

も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま

せ
ん
。

●
町
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
給
付

金
を
支
給
す
る
た
め
に
、
手
数

料
の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と
な

ど
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
も

し
、
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
場
合
は
、
最
寄
り
の
警
察

署
又
は
警
察
相
談
専
用
電
話

（
＃
９
１
１
０
）
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
ま
せ

ん
か

　

町
内
に
は
37
の
老
人
ク
ラ
ブ
が

あ
り
、
４
月
１
日
現
在
の
会
員
数

は
１
，４
７
３
人
で
す
。
仲
間
の

輪
を
広
げ
る
た
め
会
員
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
内
容

　

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
料
理
教

室
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
な
ど

▼
対
象
者

　

60
歳
以
上

■
問
い
合
わ
せ

　

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　

い
の
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

☎
８
９
２-

０
５
１
５

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

☎
８
９
３-

３
８
１
０
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お
　
　
礼

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

高
知
家
手
帳（
県
民
手
帳
）予
約

受
付
中（
申
込
は
お
早
め
に
）

　

来
年
の
高
知
家
手
帳
（
２
０
１

８
年
版
）
購
入
予
約
申
込
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
や
ビ
ジ

ネ
ス
に
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
内
容

　

行
政
区
画
図
、
ダ
イ
ア
リ
ー

（
行
事
予
定
表
・
日
記
）
、
資
料

（
県
内
主
要
統
計
表
・
官
庁
関
係

資
料
・
暮
ら
し
の
各
種
資
料
）
他

▼
価
格

・
ポ
ケ
ッ
ト
版
（
９
×

14.5
㎝
）

　
　

５
０
０
円

・
デ
ス
ク
版
（
13
× 

21
㎝
）

　
　

７
５
０
円

▼
そ
の
他

　

手
帳
は
、
11
月
下
旬
に
総
務
課

（
又
は
吾
北
総
合
支
所
産
業
課
・

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課
）
で

代
金
と
引
き
替
え
に
お
渡
し
し
ま

す
。

▼
申
込
締
切
日

　

９
月
22
日（
金
）

■
申
込
先
（
電
話
申
込
）

　

総
務
課

☎
８
９
３-

１
１
１
３

　

吾
北
総
合
支
所
産
業
課

☎
８
６
７-

２
３
１
３

　

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課　

☎
８
６
９-

２
１
１
５

お
知
ら
せ

天
王
南
７
丁
目
町
内
会 

自
主
防

災
活
動（
な
な
か
ふ
ぇ
）に
つ
い
て

　

７
月
２
日
、
天
王
南
７
丁
目
集

会
所
で
第
１
回
「
な
な
か
ふ
ぇ
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
に

加
え
て
、
ご
近
所
付
き
合
い
の
少

な
さ
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
天
王
南
７
丁
目
で
は
、

隣
人
同
士
が
親
し
く
な
り
、
い
ざ

と
い
う
時
は
助
け
合
え
る
地
域
を

目
指
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
は
、
天
王
南
７
丁
目

内
外
か
ら
26
名
の
参
加
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
高
知
市
消
防
Ｏ
Ｂ
の

方
に
よ
る
、
熊
本
で
の
被
災
者
救

助
の
経
験
談
や
防
災
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
全
員
で
、
災
害
時
の
失
敗
し
な

い
料
理
を
調
理
実
習
形
式
で
行
い

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
月
１
回
程
度
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、
涼
し
く
な
れ

ば
、
缶
詰
や
野
菜
を
持
ち
寄
っ
て

鍋
を
す
る
な
ど
、
計
画
中
で
す
。

ま
た
、
毎
回
防
災
の
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
や
グ
ッ
ズ
の
紹
介
な
ど
も
行
う

よ
う
で
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
災
害

は
、
い
つ
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
の
で
、
皆
さ
ん
も
、
地
域
活
動

の
参
考
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

☎
８
９
３-

３
８
１
０

お
知
ら
せ

緑
の
募
金
へ
ご
協
力
を

　

緑
の
募
金
は
、「
緑
の
募
金
に
よ

る
森
林
整
備
等
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
く
募
金
で
す
。

　

９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
は
、

秋
の
「
緑
の
募
金
強
化
期
間
」
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、

（
公
社
）
高
知
県
森
と
緑
の
会
を

通
じ
、
県
内
の
森
林
の
整
備
、
緑

化
の
推
進
、
子
ど
も
達
の
木
や
森

と
ふ
れ
あ
う
機
会
の
提
供
、
公
募

に
よ
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市

町
村
の
緑
化
活
動
へ
の
助
成
な
ど

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

緑
の
募
金
は
、
森
林
政
策
課
、

産
業
経
済
課
、
本
川
総
合
支
所
産

業
建
設
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
量
販
店
な
ど
に
も
募

金
箱
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

森
林
政
策
課

　

（
吾
北
総
合
支
所
内
）

☎
８
６
７-

２
３
２
２

お
知
ら
せ

町
民
講
座

　
い
の
元
気
塾
開
催

　

「
町
民
講
座　

い
の
元
気
塾
」

の
第
４
回
目
を
左
記
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
。
町
内
に
お
住
ま
い
の

方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。
多
数
の
方
の
受
講

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　

９
月
15
日
（
金
）

　

13
時
30
分
～
15
時
頃

▼
場
所

　

い
の
ホ
ー
ル

▼
内
容

　

地
域
の
人
の
子
育
て
支
援

▼
講
師

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

カ
ン
ガ
ル
ー
の
会 

副
理
事
長  

中
西　

稔
さ
ん

▼
受
講
料

　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
８
９
３-

１
９
２
２

ななかふぇの目的 勉強中の皆さん

参加者の皆さんで食事

調理の準備中
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お
　
　
礼

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

学
校
施
設
使
用
許
可
申
請
書

の
受
付
に
つ
い
て

　

「
い
の
町
立
学
校
施
設
の
開
放

に
関
す
る
実
施
細
則
」
に
基
づ
い

て
、
平
成
29
年
度
10
月
以
降
の
学

校
施
設
使
用
許
可
申
請
書
を
受
け

付
け
ま
す
。

　

申
請
書
類
は
９
月
１
日（
金
）か

ら
受
け
付
け
ま
す
。
今
年
度
登
録

し
、
利
用
し
て
い
る
団
体
も
新
た

に
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
提
出
期
限

　

９
月
20
日（
水
）

■
配
布
・
受
付
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
８
９
３-

１
９
２
２

　

吾
北
教
育
事
務
所

☎
８
６
７-

２
１
３
３

　

本
川
教
育
事
務
所

☎
８
６
９-

２
３
３
１

お
知
ら
せ

糖
尿
病
公
開
講
座
の
お
知
ら

せ　
　

近
年
の
高
齢
化
や
食
の
欧
米

化
・
運
動
不
足
な
ど
の
生
活
背
景

か
ら
、
糖
尿
病
有
病
者
と
予
備
軍

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
糖
尿

病
は
高
血
糖
が
続
い
て
も
、
自
覚

症
状
が
あ
ま
り
な
い
た
め
、
放
置

し
て
し
ま
っ
て
い
る
方
が
多
く
み

ら
れ
ま
す
。
検
診
で
血
糖
値
が
高

い
と
い
わ
れ
た
方
は
、
生
活
習
慣

の
改
善
や
血
糖
管
理
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
を
機
に
、
糖
尿
病

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
た
く
さ
ん

の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時

　

９
月
10
日（
日
）

　

９
時
30
分
～
12
時

　

（
受
付
９
時
～
）

▼
場
所

　

仁
淀
病
院
３
階　

小
会
議
室

▼
内
容
／
講
師

１
．
糖
尿
病
に
つ
い
て

　
　

糖
尿
病
専
門
医
／
沼
田
幸
子

２
．
糖
尿
病
の
食
事
療
法

　
　

管
理
栄
養
士
（
日
本
糖
尿
病

療
養
指
導
士
）／
新
谷
美
智

３
．
糖
尿
病
の
薬
物
療
法

　
　

薬
剤
師（
薬
局
長
）／
武
井
正

夫

４
．
糖
尿
病
の
運
動
療
法

　
　

理
学
療
法
士
／
藤
本
雄
治

※
ご
希
望
の
方
に
は
血
圧
・
血
糖

測
定
を
い
た
し
ま
す
。

▼
参
加
料

　

無
料

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

仁
淀
病
院
内
科
外
来
・
総
務
課

　

☎
８
９
３-

１
５
５
１

　
（
申
込
締
切
９
月
７
日
）

　

主
催
：
仁
淀
病
院
健
康
い
き
い

き
教
室　

お
知
ら
せ

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し

ま
す

　

高
知
地
方
・
家
庭
裁
判
所
で
は
、

10
月
１
日
か
ら
始
ま
る
「
法
の

日
」
週
間
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

法
律
に
関
す
る
様
々
な
ご
相
談
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
５
日（
木
）

　
（
受
付
）
12
時
30
分
～
15
時

　
（
相
談
）
13
時
～
17
時

▼
場
所　

高
知
共
済
会
館

　

CO
M

M
U

N
ITY  SQ

U
ARE

３
階

▼
共
催
機
関

　

高
知
弁
護
士
会
、
高
知
地
方
検

察
庁
、
高
知
地
方
法
務
局
、
高
知

地
方
・
家
庭
裁
判
所

■
問
い
合
わ
せ　

　

高
知
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務

局
総
務
課
庶
務
係

☎
０
８
８-

８
２
２-

０
５
７
６

お
知
ら
せ

無
料
相
談
会
の
ご
案
内

～
借
金
問
題
の
解
決
の
た
め
に

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
～

　

借
金
の
返
済
に
関
す
る
無
料
相

談
会
を
、
高
知
市
、
南
国
市
、
四

万
十
市
で
開
催
し
ま
す
。

　

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
」
も

同
時
に
行
い
ま
す
の
で
、
心
身
に

不
調
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
方
も
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
に
は
お

越
し
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、受
付

時
間
内
で
も
、人
数
が
多
い
場
合
は
、

受
付
制
限
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　

借
入
れ
・
返
済
に
関
す
る
資
料

が
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
県
民
生
活
・
男
女
共
同

参
画
課☎０

８
８-

８
２
３-

９
６
５
３

お
知
ら
せ

ご
存
知
で
す
か「
公
証
制
度
」

　

10
月
１
日（
日
）か
ら
10
月
７

日（
土
）は
、「
公
証
週
間
」
で
す
。

「
公
証
制
度
」
と
は
、
皆
さ
ん
が

不
動
産
の
売
買
・
金
銭
の
貸
し
借

り
な
ど
の
重
要
な
契
約
を
交
わ
し

た
り
遺
言
を
さ
れ
た
り
す
る
際
、

法
務
大
臣
の
任
命
す
る
「
公
証

人
」
に
依
頼
し
て
、
法
的
に
特
別

の
証
拠
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る
文

書
（
公
正
証
書
）
を
作
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
後
日
の
ト
ラ
ブ
ル
防

止
と
取
引
や
財
産
の
安
全
の
確
保

を
図
る
制
度
で
す
。

　

公
証
週
間
中
は
、
土
曜
日
も
無

料
相
談
を
行
い
ま
す
。

〈
無
料
公
証
相
談
〉

▼
日
時

　

９
月
30
日（
土
）

　

10
時
～
12
時

　

13
時
～
16
時

▼
場
所　

高
知
合
同
公
証
役
場

　

（
電
話
相
談
も
で
き
ま
す
。）

　

高
知
市
本
町
１-

１-

３ 

　

朝
日
生
命
高
知
本
町
ビ
ル
３
階

　
（
中
央
公
園
西
、
堀
詰
電
停
北
）

■
問
い
合
わ
せ

 　

☎
０
８
８-

８
２
３-

８
６
０
１

　

☎
０
８
８-

８
２
４-

８
４
２
７

　

☎
０
８
８-

８
７
２-

４
７
６
４

開　催　日　時 場　　所

9月10日（日）13：00～16：00 高知県立消費生活センター
（高知市旭町3-115ソーレ２階）

9月15日（金）17：00～20：00 高知市消費生活センター
（高知市本町4-1-24）

9月16日（土）13：00～16：00 幡多広域消費生活センター
（四万十市右山五月8-32）

9月17日（日）13：00～16：00 高知県立消費生活センター
9月24日（日）13：00～16：00 南国市役所（南国市大埇甲2301）
9月30日（土）13：00～16：00 高知市消費生活センター
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お
　
　
礼

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

知
っ
て
い
ま
す
か 

建
退
共
制
度

（
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
）

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働

く
方
の
た
め
に
、「
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
」
に
基
づ
き
国
が
作
っ

た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

事
業
主
の
方
は
、
現
場
で
働
く

方
々
の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数

に
応
じ
て
、
掛
金
と
な
る
共
済
証

紙
を
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設

業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き

に
、
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

う
と
い
う
業
界
全
体
で
の
退
職
金

制
度
で
す
。

▼
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

▼
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

▼
掛
金　

日
額
３
１
０
円

　

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

建
退
共
高
知
県
支
部

　

（
高
知
県
建
設
会
館
内
）

　

☎
０
８
８-

８
２
２-

６
１
８
１

お
知
ら
せ

知
っ
て
い
ま
す
か　
中
退
共
制
度

（
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
）

　

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働

く
従
業
員
の
た
め
に
、「
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
」
に
基
づ
き
国
が

作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

中
退
共
の
退
職
金
制
度
な
ら
、

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

○
掛
金
は
全
額
非
課
税
。
手
数
料

不
要

○
社
外
積
立
で
管
理
が
簡
単

○
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
や
家
族

従
業
員
の
加
入
も
可
能

　

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
（「
中
退
共
」
で

検
索
）、
お
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３-
６
９
０
７-

１
２
３
４

お
知
ら
せ

障
害
者
相
談
会
に
つ
い
て

　

知
的
障
害
者
相
談
員
・
精
神
障

害
者
相
談
員
に
よ
る
交
流
・
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
身
体
障
害
者
相
談
員
へ
の
ご
相

談
は
各
相
談
員
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
相
談
日

　

第
２
月
曜
日

▼
相
談
時
間

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場
所

　

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

お
知
ら
せ

障
害
者
相
談
員
に
つ
い
て　

　

町
が
委
嘱
し
た
相
談
員
が
、
自

ら
の
経
験
を
い
か
し
て
障
害
の
あ

る
人
や
そ
の
家
族
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

全
国一斉「
高
齢
者・障
害
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

　

高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
介
護

者
に
よ
る
虐
待
、
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
な
ど
高
齢
者
・
障
害
者

を
め
ぐ
る
人
権
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
、
次
の
と
お
り
電
話
相
談

の
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

▼
場
所
・
日
時

　

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　

９
月
４
日（
月
）～
８
日（
金
）

　
　
　

８
時
30
分
～
19
時

　

高
松
法
務
局
人
事
擁
護
部

　
　

９
月
９
日（
土
）・
10
日（
日
）

　
　
　

10
時
～
17
時

▼
電
話
番
号

☎
０
５
７
０-

０ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん

０
３-

１
１
０

　

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
電
話
は
、お
か
け
に
な
っ
た
場
所
の

最
寄
り
の
法
務
局
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
取
扱
内
容

　

介
護
者
か
ら
の
肉
体
的
・
心
理

的
虐
待
あ
る
い
は
家
族
な
ど
に
よ

る
経
済
的
虐
待
、
就
業
差
別
、
障

害
を
理
由
と
す
る
差
別
、
暮
ら
し

の
悩
み
ご
と
な
ど
高
齢
者
・
障
害

者
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

▼
そ
の
他

　

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
８
８-

８
２
２-

３
５
０
３

○ 身体障害者相談員
氏　名 住　　　所 電話番号

片岡　卓宏 いの町4207 ☎ ８９２－０００８

深見　三男 　〃　415-3 ☎ ８９３－３６６９

隅田　清明 　〃　上八川甲1819-1 ☎ ８６７－２５６７

窪添ケサミ 　〃　小川東津賀才238-1
リバーサイド津賀才203 ☎ ８６７－２５６３

○ 知的障害者相談員
氏　名 住　　　所 電話番号

土居佐代子 いの町1747 ☎ ８９２－０８７７

○ 精神障害者相談員
氏　名 住　　　所 電話番号

筒井　周子 いの町旭町85 ☎ ８９２－３１７７
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お
　
　
礼

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

平
成
30
年
度
奨
学
生
及
び
学

生
寮
入
寮
生
募
集
に
つ
い
て

　

土
佐
育
英
協
会
で
は
、
次
の
と

お
り
平
成
30
年
度
の
奨
学
生
及
び

学
生
寮
入
寮
生
の
募
集
を
行
い
ま

す
。

▼
募
集
期
間

○
奨
学
生

　

第
一
次
募
集

　
　

10
月
２
日
～
12
月
15
日

　

第
二
次
募
集

　
　

平
成
30
年
２
月
13
日
～

　
　
　

平
成
30
年
４
月
10
日

○
学
生
寮

　

第
一
次
募
集

　
　

10
月
２
日
～
12
月
15
日

　

第
二
次
募
集

　
　

平
成
30
年
２
月
13
日
～

　
　
　

平
成
30
年
３
月
14
日

　

詳
細
は
、
「
土
佐
育
英
協
会
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

土
佐
育
英
協
会
事
務
局

☎
０
８
８-

８
７
３-

８
９
５
６

お
知
ら
せ

伊
野
地
区
婦
人
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
の
お
知
ら
せ

　

地
域
の
皆
様
方
や
企
業
様
に
支

え
ら
れ
て
、
続
け
て
き
て
お
り
ま

す
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
を
今
年
も

開
催
い
た
し
ま
す
。
社
会
福
祉
活

動
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時

　

10
月
22
日（
日
）　

10
時
～

▼
場
所

　

 

伊
野
体
育
館

▼
出
品
の
お
願
い

　

企
業
様
、
ご
家
庭
の
皆
様
方
、

無
償
で
ご
提
供
頂
け
る
お
品
が
あ

り
ま
し
た
ら
是
非
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

▼
準
備
・
物
品
受
入
日
時

　

10
月
21
日（
土
）　

9
時
～

▼
収
益
金
使
途

①
地
域
の
75
才
以
上
お
ひ
と
り
暮

ら
し
慰
安
の
集
い

②
各
種
募
金
活
動
に
寄
与

③
子
育
て
支
援
活
動
等

▼
主
催

　

伊
野
地
区
婦
人
会

■
連
絡
先　

☎
８
９
２-

１
６
９
４
（
堀
尾
）

お
知
ら
せ

カ
ワ
ウ
の
捕
獲
に
つ
い
て

　

仁
淀
川
漁
協
は
、
猟
友
会
の
協

力
を
得
て
、
近
年
放
流
ア
ユ
な
ど

に
多
大
な
被
害
を
発
生
さ
せ
て
い

る
カ
ワ
ウ
の
捕
獲
を
年
間
通
じ
て

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全

に
十
分
配
慮
の
う
え
行
い
ま
す
の

で
、
住
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
、

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

▼
期
間

　

10
月
１
日（
日
）～
11
月
14
日

（
火
）た
だ
し
、
漁
期
を
延
長
す

る
場
合
、
10
月
１
日
～
15
日
ま
で

の
期
間
は
除
く

▼
区
域

　

仁
淀
川
河
口（
高
知
市
春
野
町

側
）よ
り
上
流
、
出
来
地
及
び
日

高
村
鴨
地
ま
で
の
本
流
の
み

▼
除
外
区
域

①
仁
淀
川
河
口
よ
り
土
佐
市
側
全

域
②
Ｊ
Ｒ
鉄
橋
よ
り
仁
淀
川
橋
ま
で

の
区
域

▼
捕
獲
方
法

　

花
火
で
追
払
い
・
銃
で
の
捕
獲

■
問
い
合
わ
せ

　

仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合

　

☎
８
９
３-

２
３
０
０

元気でいきいき
暮らしたい～の No.41
ほけん福祉課 ☎893－3811
（すこやかセンター伊野内）

第13回 健康まつり開催！
予告

　今年は「こころ」と「健康」がテーマ。

　「コミュニケーション力」を高めたり、

健康に関する情報を「知って」、「楽しめる」

イベントが満載！

　高知家健康パスポートもGETできます。

　詳しくは、広報10月号折込チラシを要チェック！

開催日は、１０月２９日（日） これまで参加した
ことがない方も
この機会にぜひ一度
足を運んでみませんか!!
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「
当
季
雑
詠
」

	

刈
谷　

志
津 

選

特
選

七
夕
の
竹
に
重
た
き
願
い
か
な

	

大
川　

節
弥

（
評
）
七
夕
は
五
節
句
の
一
つ
で
、
天
の
川
の
両
岸
に
あ
る
牽け

ん
ぎ
ゅ
う
せ
い

牛
星
（
鷲
座
の

首
星
で
白
い
光
を
放
つ
一
等
星
）
と
織し

ょ
く
じ
ょ
せ
い

女
星
（
琴
座
の
首
星
で
白
色
の
一
等
星
）

が
年
に
一
度
七
月
七
日
の
夜
、
天
の
川
を
舟
で
渡
っ
て
相
逢
う
と
い
う
恋
物
語
。

ま
た
鵲

か
さ
さ
ぎの
羽
を
橋
と
し
て
渡
る
と
い
う
説
も
あ
る
。
七
夕
は
星
を
祭
る
行
事
で
、

五
色
の
短
冊
に
願
い
事
を
書
き
笹
竹
に
結
ぶ
。
竹
の
涼
し
さ
と
、
夕
風
に
搖
れ

る
色
と
り
ど
り
の
短
冊
が
ひ
ら
ひ
ら
と
翻

ひ
る
が
えり
、
涼
を
呼
び
夏
の
夜
景
が
浮
き
彫

り
と
な
る
。
揚
句
の
「
竹
に
重
た
き
願
い
か
な
」
は
、
数
多
く
の
願
い
で
竹
が

重
そ
う
に
撓た

わ

ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
表
面
に
は
見
え
な
い
も
の
に
一
歩

踏
み
込
み
、角
度
を
変
え
て
詠
む
着
眼
点
の
深
さ
に
、さ
す
が
の
実
力
が
見
え
る
。

鍬
杖
に
会
話
の
は
ず
む
明
日
は
喜
雨

	

國
田　

貞
子

（
評
）
下
五
の
「
明
日
は
喜
雨
」
の
喜
雨
は
夏
の
季
語
で
、
旱か

ん
ば
つ魃
の
続
い
た
後

に
降
る
雨
の
こ
と
。
今
年
は
梅
雨
入
り
し
て
か
ら
晴
天
続
き
で
、
空か

ら

梅
雨
で
は

と
心
配
さ
れ
た
。
特
に
手
塩
に
か
け
て
育
て
て
い
る
野
菜
や
植
物
に
は
欠
か
せ

な
い
の
が
水
遣や

り
で
、
雨
季
に
は
た
っ
ぷ
り
の
雨
で
、
植
物
は
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長

す
る
。
揚
出
句
「
鍬
杖
に
会
話
の
は
ず
む
」
は
、親
し
い
隣
人
で
あ
ろ
う
。「
明

日
は
雨
よ
」
の
声
の
嬉
し
さ
に
、
手
入
れ
の
鍬
を
休
め
、
杖
と
し
て
縋す

が

り
な
が

ら
楽
し
い
会
話
と
な
り
、
笑
い
声
ま
で
聞
こ
え
て
く
る
。
自
然
と
共
に
一
喜
一

憂
し
な
が
ら
生
き
て
い
く
人
々
の
生
活
が
身
近
に
見
え
、
喜
雨
の
有
り
難
さ
が

伝
わ
る
佳
句
。

青
田
風
ま
と
い
て
馬
頭
観
世
音

	

津
田　

久
美

（
評
）
馬
頭
観
世
音
と
は
、
頭
上
に
馬
頭
を
い
た
だ
い
て
忿ふ

ん

怒ね

の
相
を
な
し
た

観
世
音
菩
薩
で
、
馬
が
武
士
た
ち
を
乗
せ
戦
い
に
加
わ
り
活
躍
し
た
た
め
、
馬

の
保
護
神
と
し
て
特
に
江
戸
時
代
、
徳
川
家
康
の
当
代
に
広
く
信
仰
さ
れ
た
。

ま
た
、
馬
は
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
は
田
園
の
代
田
か
き
、
そ
の
他
種
々
の
面
で

人
の
手
助
け
と
な
っ
て
き
た
。
揚
出
句
「
青
田
風
ま
と
い
て
」
で
、
馬
の
神
様

が
青
田
か
ら
涼
風
を
受
け
怒
っ
た
顔
も
和
ら
ぎ
、
如
何
に
も
満
足
そ
う
に
見
え

る
。
時
代
は
移
っ
て
も
、
今
も
各
地
に
残
さ
れ
手
厚
く
祀
ら
れ
祈
願
さ
れ
て
い

る
。
平
成
の
今
、
詠
ま
れ
た
貴
重
な
こ
の
一
句
に
よ
り
、
馬
頭
観
音
の
存
在
を

知
り
、
古

い
に
し
えを
振
り
返
る
証
と
し
て
、
大
切
に
守
り
残
し
て
ゆ
か
ね
ば
と
思
う
。

入
選

風
を
呼
ぶ
よ
う
に
搖
れ
い
て
古
代
蓮	

東
谷　

晴
男

側
溝
に
水
の
溢
れ
る
竹
落
葉	

小
野
川
町
子

定
期
バ
ス
一
人
で
走
る
夏
至
の
午
後	

岡
村　

嘉
夫

水
平
線
船
点
と
な
る
晩
夏
光	

竹
崎
た
か
ひ
ろ

雨
の
あ
と
真
一
文
字
に
燕
の
子	

島
村
か
り
ん

形
代
に
我
が
名
記
し
て
息
を
か
け	

森
岡　

照
月

ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
日
な
か
ぬ
日
水
流
れ	

片
岡　

包
女

夏
見
舞
祈
り
届
け
と
筆
を
と
る	

渡
邉
ゆ
か
り

一
句
抄

五
月
晴
れ
雲
に
入
り
た
る
鳶

と
ん
び

の
輪	

片
岡　

包
女

平
穏
に
暮
れ
ゆ
く
一
日
半
夏
至	

小
野
川
町
子

戦
禍
に
も
め
げ
ず
咲
き
続
く
夾
竹
桃	

岡
村　

嘉
夫

街
灯
の
灯
と
な
る
頃
の
貝
風
鈴	

東
谷　

晴
男

九
十
の
母
の
手
引
き
て
茅
の
輪
か
な	

竹
崎
た
か
ひ
ろ

夏
萩
の
ゆ
る
る
茶
房
の
ガ
ラ
ス
窓	

島
村
か
り
ん

緑
陰
に
数
冊
置
き
て
詠
み
ふ
け
る	

森
岡　

照
月

真
向
い
の
山
田
の
茶
小
屋
枇
杷
熟
れ
る	

川
村　

博
子

断
捨
離
の
古
き
手
紙
や
梅
雨
籠
り	

大
川　

節
弥

桑
の
実
を
頬
張
る
君
も
濃
む
ら
さ
き	

國
田　

貞
子

夏
芝
居
顔
を
隠
し
て
視
る
子
か
な	

津
田　

久
美

雨
の
糸
羽
に
重
た
き
梅
雨
の
蝶	

刈
谷　

志
津

い
の
流
水
俳
壇

次
題
「
当
季
雑
詠
」 　
　

締
切
／
毎
月
1
日

投
句
先　

教
育
委
員
会
事
務
局

い
の
町
１
７
０
０-

１　

  

☎
８
９
３-

１
９
２
２

雨
あ
が
り
　
は
っ
ぱ
の
水
が
　
ひ
か
っ
て
る

枝
川
小　
　

２
年　

細
木　

初
乃

【
評
】雨
の
上
が
っ
た
後
、葉
っ
ぱ
の
上
の
水
滴
が
太
陽
に
照

ら
さ
れ
、ま
る
で
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
に
キ
ラ
キ
ラ
と
光
っ

て
い
た
。そ
の
時
の
様
子
が
上
手
に
表
現
さ
れ
て
素
敵
な

句
に
な
り
ま
し
た
ね
。

暑
い
夏
　
ア
イ
ス
と
一
緒
に
　
の
り
こ
え
る

伊
野
小　
　

６
年　

町
田　

京
珠

【
評
】暑
い
夏
の
お
や
つ
は
何
と
言
って
も
甘
く
て
冷
た
い
ア

イ
ス
が
一
番
で
す
ね
。そ
の
ア
イ
ス
と
一
緒
に
夏
を
乗
り
切

ろ
う
と
言
う
あ
な
た
の
決
意
、私
に
も
伝
わ
って
き
ま
す
。

応
援
し
て
い
ま
す
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
　
き
ち
を
つ
く
っ
て
　
あ
そ
ん
だ
よ

川
内
小　
　

５
年　

三
谷　

隼
太

東
大
寺
　
し
か
の
う
ん
ち
を
　
ふ
み
そ
う
だ

伊
野
南
小　

６
年　

伊
藤　

琉
生

あ
り
が
と
う
　
み
ん
な
え
が
お
に
　
な
る
ひ
み
つ

伊
野
小　
　

６
年　

森
岡　

花
梨

よ
〜
い
ど
ん
　
歓
声
の
声
　
せ
な
か
お
す

伊
野
小　
　

４
年　

岡
田　
　

彩

あ
め
の
日
は
　
あ
そ
ぶ
じ
か
ん
だ
　
か
た
つ
む
り

枝
川
小　
　

２
年　

池
添　
　

蘭

も
う
五
月
　
プ
ー
ル
び
ら
き
よ
　
早
く
こ
い

枝
川
小　
　

３
年　

中
西　

彩
花

す
い
か
わ
り
　
川
べ
で
み
ん
な
　
楽
し
い
な

枝
川
小　
　

５
年　

山
下　

翔
羽

一
つ
だ
け
　
神
様
に
告
ぐ
　
願
い
ご
と

枝
川
小　
　

６
年　

林
田
ひ
よ
り

「
こ
ど
も
川
柳
」は
町
内
全
小
学
校
の
児
童
の
み
な
さ
ん

を
対
象
に
募
集
し
て
い
ま
す
。次
回
提
出
締
め
切
り
は
９

月
11
日（
月
）で
す
。た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。（
応
募
は
各
小
学
校
を
通
じ
て
お
願

い
し
ま
す
。）

※
選
評
は
、川
柳
漣
会
の
み
な
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

今
月
の
こ
ど
も
川
柳
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吾
北
幼
稚
園 

　

本
園
は
「
自
然
や
人
と
の
か
か
わ
り
を

通
し
て
心
ゆ
た
か
で
や
さ
し
く
た
く
ま

し
い
子
ど
も
を
育
て
る
」
を
教
育
目
標
に
、

子
ど
も
た
ち
が
毎
日
に
こ
に
こ
笑
顔
で
、

明
日
も
ま
た
い
っ
ぱ
い
遊
び
た
い
！
と
思

え
る
よ
う
に
職
員
一
同
温
か
い
保
育
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

☆ 

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
に
行
っ
た
よ

　

吾
北
地
区
に
お
住
い
の
川
村
隆
博
さ
ん

が
自
宅
に
造
っ
た
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
に
、
保

育
園
の
４
・
５
歳
児
と
共
に
バ
ス
で
出
向

き
ま
し
た
。

　

大
き
な
榎
木
を
利
用
し
た
素
敵
な
家
に

子
ど
も
た
ち
は
「
す
ご
い
ね
」
と
ビ
ッ
ク

リ
！
昔
は
ム
サ
サ
ビ
が
住
ん
で
い
た
と
い

う
巣
や
剥
製
も
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
川

村
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
に
わ
か
り
や
す

い
よ
う
に
、
出
来
上
が
る
ま
で
の
過
程
の

写
真
を
パ
ネ
ル
に
貼
っ
た
り
、
苦
労
し
た

点
や
工
夫
し
た
点
を
説
明
し
た
り
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

当
た
り
前
の
よ
う
に
周
り
に
は
自
然
が

あ
り
ま
す
が
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を
見
学

し
た
こ
と
で
、
自
然
を
身
近
に
感
じ
た
り
、

大
き
く
な
っ
た
ら
自
分
も
造
っ
て
み
た
い

と
思
っ
た
り
す
る
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま

し
た
。

☆ 
本
川
へ
き
地
保
育
園
の
友
達
が
遊

び
に
来
て
く
れ
た
よ

　

本
川
へ
き
地
保
育
園
の
３
・
４
・
５
歳

児
が
遊
び
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
当
日

は
雨
で
室
内
で
の
遊
び
に
な
り
ま
し
た
が
、

一
緒
に
沢
蟹
や
ザ
リ
ガ
ニ
を
見
た
り
ダ
ン

ス
を
踊
っ
た
り
給
食
を
食
べ
た
り
し
て
楽

し
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
川
の
沢
蟹
は
白
い
そ
う
で
す
が
、
吾

北
の
朱
色
の
沢
蟹
を
珍
し
そ
う
に
見
て
い

ま
し
た
。
今
後
も
こ
う
い
っ
た
交
流
を
大

切
に
し
続
け
て
行
き
た
い
で
す
。

吾
北
小
学
校 

◆ 

防
災
訓
練
・
救
急
蘇
生
法
訓
練

　

（
地
域
の
方
と
の
交
流
会
）

　

吾
北
小
学
校
で
は
、
毎
年
夏
の
プ
ー
ル

開
放
に
伴
い
保
護
者
の
方
が
プ
ー
ル
監
視

の
事
前
準
備
の
た
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
「
救

急
蘇
生
法
」
の
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
６
月
11
日
は
救
急
蘇
生
法
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
の
方
と
協
働
で
防
災
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
度
、
自
主
防
災

会
の
方
か
ら
児
童
と
防
災
に
つ
い
て
一
緒

に
活
動
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
声
が
か

か
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
検
討
し
た
結
果
、
６
月

の
救
急
蘇
生
法
の
講
習
会
と
併
せ
て
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
保
護
者
や
児
童
、

地
域
の
方
と
非
常
食
を
試
食
し
た
り
、
水

消
火
器
の
使
用
や
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
を
し
た

り
し
て
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
地
域
の
方
も
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
非
常
食
を
試
食
し
、
お
い
し
か
っ

た
と
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
救
急
蘇
生
法
も
今

年
度
は
、
高
学
年
児
童
が
参
加
し
、
保
護

者
、
地
域
の
方
、
教
職
員
も
一
緒
に
体
験

し
ま
し
た
。
児
童
か
ら
は
「
初
め
て
蘇
生

法
を
し
て
良
か
っ
た
」
と
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。
低
学

年
は
、
図
書

室
で
防
災
に

関
す
る
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
視
聴
し
、

防
災
に
関
す

る
ク
イ
ズ
な

ど
の
学
習
を

し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う

に
保
護
者
を

は
じ
め
、
地

域
の
方
や
消

防
団
、
消
防

署
員
さ
ん
な

ど
た
く
さ
ん

の
方
々
の
協

力
を
い
た
だ

き
、
初
め
て

防
災
訓
練
を
実
施
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
は

交
流
か
ら
始
め
よ
う
と
話
し
合
う
中
で
実

施
し
ま
し
た
が
、
協
働
で
き
た
こ
と
あ
り

が
た
く
思
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

毎
年
た
く
さ
ん
の
体
験
を
地
域
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
行
う
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

【
児
童
の
感
想
よ
り
】

　

防
災
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。
始
め
に
非

常
食
を
食
べ
ま
し
た
。
非
常
食
は
米
が
パ

サ
パ
サ
し
て
い
た
け
れ
ど
お
い
し
か
っ
た
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で
す
。
で
も
、
量
が
多
か
っ
た
の
で
お
腹

が
は
り
ま
し
た
。

　

次
は
、
消
火
器
を
使
っ
て
的
を
倒
す
訓

練
が
あ
り
ま
し
た
。（
中
略
）僕
の
番
が

来
て
ぐ
っ
と
握
る
と
こ
ろ
を
押
し
ま
し

た
。
そ
し
た
ら
パ
タ
ッ
と
倒
れ
て
「
消
火

成
功
！
」
の
文
字
が
出
て
き
ま
し
た
。
成

功
し
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

最
後
に
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
を
し
ま
し
た
。

最
初
は
ち
ょ
っ
と
遅
れ
た
け
ど
、
リ
ズ
ム

を
と
る
と
上
手
く
で
き
ま
し
た
。
こ
ん
な

こ
と
を
や
っ
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で

貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

（
６
年
生
よ
り
）

　

し
ょ
う
か
く
ん
れ
ん
で
、
し
ょ
う
ぼ
う

の
ひ
と
が
き
て
く
れ
て
ど
き
ど
き
し
ま
し

た
。
ぼ
く
と
ひ
な
ち
ゃ
ん
で
し
ょ
う
か
き

を
つ
か
っ
て
、
か
じ
の
か
ん
ば
ん
を
た
お

し
た
か
っ
た
け
ど
、
ず
う
っ
と
た
て
っ

ち
ゅ
う
ま
ま
で
ざ
ん
ね
ん
で
し
た
。

（
１
年
生
よ
り
）

本
川
中
学
校 

◆ 

仲
間
づ
く
り
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
体
験

　

５
月
15
日
に
全
校
生
徒
19
名
が
、
浦
ノ

内
湾
に
出
か
け
、
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
体
験

と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、
仲
間
づ
く
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
は
２
班
に
分
か
れ
て
、

班
で
作
っ
た
旗
を
掲
げ
て
競
争
し
ま
し
た
。

昼
食
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
、
朝
水
揚
げ

さ
れ
た
ば
か
り
の

鰹
を
わ
ら
で
焼
き
、

海
塩
で
塩
タ
タ
キ

に
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

新
鮮
で
、
普
段

食
べ
る
タ
タ
キ
と

は
別
格
の
味
で
し

た
。
そ
の
他
に
も

新
鮮
な
魚
や
野
菜
、

特
産
の
ビ
ワ
な
ど

地
元
の
幸
を
た
く
さ
ん
準
備
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
協
力

し
て
楽
し
く
行
い
、
新
入
生
や
新
し
い
留

学
生
と
の
絆
が
深
ま
り
ま
し
た
。

◆ 

親
子
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

　

６
月
３
日
の
参
観
日
の
午
後
に
、
親
子

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
生
徒
の
混
合
チ
ー
ム
を
作
っ

て
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
リ
ー
グ
戦

と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
元
生
や
留
学
生
の
保
護
者
の
方
々
や
、

在
校
生
の
兄
弟
等
の
参
加
も
あ
り
、
全
校

が
一
つ
の
大
き
な
家
族
の
よ
う
な
温
か
い

雰
囲
気
で
大

い
に
盛
り
上

が
り
、
お
互

い
を
知
る
良

い
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し

た
。

　本大会は、水産資源の保護・管理と海や湖沼・河川の環境保全の大切さを広く発信するとともに、つくり育
てる漁業の推進を通じて漁業の振興と発展を図ることを目的として、毎年各県で開催されています。 
　本県では、平成30年秋季に開催が決定し、式典行事（高知市文化プラザかるぽーと）での功績団体表彰や、
海上歓迎・放流行事（宇佐しおかぜ公園）での稚魚の放流に加え、県民の皆さんにご参加
いただける「関連行事」（高知市内会場を予定）の開催を計画しています。
　また、今年度は、大会に向けた機運醸成や、大会開催をきっかけとして水産業の振興と
環境保全の大切さを広く県民の皆さんに知っていただくため、県内の様々なイベントへの
ブース出展も行っていきます。

平成29年度の取組み

１年前プレイベント（11月予定） 豊かな海づくりキャラバン
『記念セレモニー（記念放流・漁船パレードなど）』
◆土佐市（宇佐しおかぜ公園）
　内容：本大会に向けた機運醸成を図り、県内外からの招待客や

地元の方々の参加のもと、本大会を見据えた放流・海上
パレードを実施します。

『「土佐の豊穣祭2017高知市会場　土佐國美味集結」・「豊かな海
づくりフェスタ（仮称）」』
 ◆高知市（中央公園）
　内容：本大会に向けた機運醸成を図るため、本県の食の魅力を

感じていただけるイベントと連携し、開催します。

県内のイベントにブースを出展します。
お魚に触れるコーナーや、くろしおくんの登場も！
≪ブース出展イベント（予定）≫
●10月7日・8日：第5回全国ご当地じゃこサミット
 （安芸ドーム駐車場）　

平成27年度の福岡大会
のプレイベントの様子

■問い合わせ
　第38回全国豊かな海づくり大会
　高知県実行委員会事務局 
　（高知県水産政策課豊かな海づくり大会推進室内）
　☎ ０８８－８２１－４６９０
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南っ子ミュニティでは学校と連携して、あるときは地域の皆さんが学校を、あるときは学校が地域を
応援し合いながら、学校を核としての活動を推進しています。地域、学校がWIN＆WINの楽しい
活気のある町づくりを目指しています。

伊野南小学校を核とした地域コミュニティ作りを目指して 74

◎放課後わくわく教室　全員で取り組んでいます！!
　昨年度から始まりました「放課後わくわく教室」ですが、今年度は６月から下記の内容で、学習ボ
ランティアの皆様の力を借りて開催しています。全学年が基礎的な算数のプリント学習を行い、コツ
コツと力を積み上げていっています。子どもたちの集中して取り組む姿に丸付けの学習ボランティア
の方々も力が入ります。
　丸付けのお手伝いしていただける学習ボランティアの方も募集して
います。ぜひ、子どもたちの学習のお手伝いをお願いします。

◆実施曜日：月曜日、金曜日
◆実施時間：１，２，３年生（月曜日のみ）　15：00～15：30
　　　　　　４，５，６年生　　　　　　　　16：00～16：30
◆場　　所：各教室

●９月の体験教室（予定）　　　参加料　無料
開催日 時　間 教　室 講　師 場　所

9月  6日（水） 15：00～16：30 折 り 紙 吉良　　文 北舎・図工室

9月  9日（土） 10：00～11：00 日 本 舞 踊 坂東三乃里 北舎・コミュニティＲ

9月13日（水） 15：00～16：30 マ ン ガ 宮部　由佳 北舎・コミュニティＲ

9月13日（水） 15：00～16：30 三 味 線 田村　花枝 中舎・和室

9月16日（土） 10：00～11：00 日 本 舞 踊 坂東三乃里 北舎・コミュニティＲ

9月20日（水） 15：15～16：15 ヨ ガ 牧野　共美 北舎・コミュニティＲ

9月23日（土） 10：00～11：00 日 本 舞 踊 坂東三乃里 北舎・コミュニティＲ

9月24日（日） 9：30～11：30 護 身 術 山田　卓彦 体育館

9月27日（水） 15：00～16：30 マ ン ガ 宮部　由佳 北舎・コミュニティＲ

※日程については変更等がありますので、最新の情報はお問い合わせください。
※最新の情報は伊野南小学校ＨＰ（http://www.kochinet.ed.jp/inominami-e/）に掲載しています。
※体験教室に関するお問い合わせは　伊野南小学校　辰己・山本  ☎ ８９２-１１２１ まで

（医）慶誠会

いの町新町86　　TEL 088－892－0296

院長　高岡和子

禁煙治療も行っています
日曜、祝日、木曜と土曜の午後休診

診 察 医 師

診療時間 月 火 水 木 金 土

○ ○ ☆ ☆ ○ ○

○ ○ ○ ○

午前
9:00～12:30

午後
2:00～6:00

○高岡誠人、高岡和子
☆高岡和子

高岡内科
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9 月 ・ 10 月 の 催 し 物

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
■販売コーナーは入場無料です。
■購入日から1年間、何度でも入場で

きるお得な年間観覧券（1,500円）
販売中！

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

◆第76回野並允温個展
　〜わが愛する四国〜
　8月29日～9月24日（日）
　画家野並允温氏が土佐和紙にふ

るさとの風景を描いた水彩画約60
点を展示します。

◆向陽会絵画教室展
　8月29日～9月24日（日）
　向陽会絵画教室で学んだ教室生

の描いた作品約60点を展示します。

◆江戸情緒へのいざない
　～西井寿視 和紙人形遺作展～
　9月2日（土）～9月24日（日）
　浮世絵に魅せられ、巧みな想像力

と工夫で作り上げた江戸風俗紹
介の作品約140点を展示します。

◆桂月会石展
　9月28日（木）～9月30日（土）
　桂月会会員が自然石を展示します。

◆第25回秋の山野草展
　9月28日（木）～9月30日（土）
　山野草保存会会員が育てた秋の

山野草など約300点を展示します。

第10回高知国際版画トリエンナーレ展
10月7日（土）～12月3日（日）
　和紙文化と版画文化の発展を願
い、1990年から開催されてきた「高知
国際版画トリエンナーレ展」。版と相性
の良い「和紙」の産地「いの町」から、

「紙に刷った版画」に限定して作品
を募集し、世界に向けて土佐和紙の
素晴らしさを発信してきました。
　今回は、日本を含む51の国と地域か
ら、1,483点の応募があり、その中から
厳正なる審査を勝ち抜いた入賞・入
選作品168点を展示します。版種も刷
られた紙も様々な作品たちを各国の
文化や思想に触れる気持ちでお楽し
みいただければ幸いです。
　世界レベルの芸術作品を目近に見
られる３年に１度の機会をお見逃しな
きよう、皆さまお誘いあわせの上、ぜひ
ご来場ください。
■オープニングセレモニーのご案内
　トリエンナーレ展の開幕を祝し、

盛会を祈念します。どなたでもご
自由にご参列ください。

　日時：10月7日（土）13：00～14：00
■ギャラリートーク　※申込不要

（審査員 三木哲夫氏、佐川美智子氏）
　日時：10月8日（日）10：00～
■記念講演会　　　※申込不要
　日時：10月8日（日）13：30～
　場所：いのホール
　「版画を知ろう！～今日から版画の

見方が変わる～」
■ギャラリーガイド　※申込不要
　日時：10月9日（月・祝）・22日（日）、
　　　  11月5日（日）・19日（日）、
　　　  12月3日（日）　各日：13：00～

品作 募 集
■第11回全国土佐和紙はがき絵展
　募集期間：10月1日（日）～12月23日（土）
　土佐和紙を多くの人に知っていた

だき、その素晴らしさを実感して
もらおうと全国からはがき絵作品
を募集します。応募には、指定の
土佐和紙はがきをご利用ください。
紙の博物館で販売しています。（5
枚セット（サンプル１枚付）…250

円）紙の博物館の紙すき体験で自
分ですいた紙でも応募ができます。

◆手づくり紙芝居コンクール
　募集期間：10月31日（火）～12月10日（日）
　本選および表彰式　1月14日（日）
　参 加 費　無料
　自作自演の手づくり紙芝居コン

クールを開催します。子どもからお
年寄りまで楽しめる紙芝居を作っ
てみませんか？予選通過者には、
本選で実演していただきます。

　作品募集に関する詳細は、紙の博
物館ホームページをご覧ください。

ギャラリー・コパ
 893-1200

●開館時間　9:00～17:00

◇秋の山野草展
　９月15日（金）～９月24日（日）
　山野草保存会の展示会です。秋の

山野草、蘭科植物、シダ、カンアオイ
など合わせて約150点を展示販売
します。9月17日に「こけ玉教室」開
催します。（時間13：30～、定員20名、
参加費千円で３こ作れます）

◇古布・着物リメイク展示即売展
　９月26日（火）～10月１日（日）
　高知市、井本さんご夫婦の展示会

です。古布、着物リメイク、大島紬、
久留米絣、世界に一つしかないリ
メイク洋服に、焼物、油画などア
ジアの空気をまとった作品を多数
展示します。

◇絵手紙交流展 第18回南国土佐
からの発信

　10月17日（火）～10月22日（日）
　会員が交流したハガキや巻紙、拓

本などの絵手紙約700点と「維新の
志士へのラブレター」を展示。手書
きの手紙の持つあたたかさをぜひ
感じてください。絵手紙と拓の無料
体験も開催します。

紙の博物館

 893-0886
●開館時間　9:00～17:00
●休 館 日　毎週月曜日
 　　　　　（ただし、祝日は開館し翌日休館）

http://kamihaku.com/ 検索

版画トリエンナーレの歩み
記念すべき第10回展を盛り上げるため、トリエンナーレ展がもっと楽しくなるワークショップを企画しています！

ほか
ギャラリーガイド［10月9日･22日､11月5日・19日､12月3日］など
詳しい内容のお問い合わせやワークショップの申し込みは土佐和紙国際化
実行委員会事務局（いの町紙の博物館内　☎ 088-893-0886）まで

主催：土佐和紙国際化実行委員会　問い合わせ：土佐和紙国際化実行委員会事務局（いの町紙の博物館内）

第10回展まで 

36日
版画に挑戦 ！ 紙漉きに挑戦 ！かんたん版画体験　参加費：50円

10月15日（日）
10：00～16：00

11月26日（日）
※紙は参加費に含まれません。
　自分で漉いた紙に刷るのがおすすめ。
　（紙漉き体験：400円）

版画教室　参加費：500円

11月23日（木・祝） 10：00～　
13：00～　

要事前申し込み・定員は各回10名

流し漉き教室　参加費：500円

11月12日（日） 10：00～　
13：00～　

要事前申し込み・定員は各回10名
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訪問歯科診療のご案内
寝たきりなどの理由で通院できない方、認知症などで自分の歯みがきが不十分な方のた

めに、自宅や施設でご希望に沿った歯科診療、口腔ケアを行っています。医療保険自己負担

金のみで交通費はいただいておりません。

いの町天王南2丁目1－1
（天王ニュータウンサンプラザ西隣） 891－6488 検索安光歯科

仁淀病院から
のお知らせ 仁淀清流苑のご紹介

　介護老人保健施設は、主に医療ケアやリハビリを必要とする要介護状態の方を受け入れています。食事や排
泄の介助などの介護サービスは提供されるものの、あくまでも在宅復帰を目的としたもので、提供されるのは
自宅などに戻るためのリハビリが中心です。
　今回は当施設の中で行われている催しを一部ご紹介いたします。

介護老人保健施設　仁淀清流苑　支援相談員　中本　典子

春

秋

夏

冬

季節を感じ気分転換が図れるよう、車で外出をし、花を
見に行ったりしています。最近ではあじさい街道へあじ
さいの花を見に行ってきました。
ボランティアの方による“笑いヨガ”も行っています。
たくさん笑うことで心からリラックスし、
楽しく、元気になります。

ボランティアで演劇一座の方々がおい出てくだ
さり、歌や演劇を毎年たくさん披露してくれます。

借り物競争や玉入れなど、座ったままでもできる競技を
考えてできる限りみなさんに参加していただけるよう工
夫しています。

年男・年女のみなさん
を中心に豆まきを行い
ます。
金棒を持った鬼も登場
してきます。

地域の方々のボランティアで、踊りや三味線の披露や、
ゲームコーナーを設置して利用者の方々に楽しんでもら
います。食事もお祭りらしく、お寿司・天ぷら・アイス
クリームなどを用意し、毎年恒例の鳴子踊りでは利用者
の方々と一緒に踊りを楽しんでいます。

クリスマスツリーの飾りつけを行い、
クリスマスケーキも皆で食べます。

＊5～6月

＊9月　敬老会

＊運動会

＊2月　節分

＊7月　納涼祭

＊12月　クリスマス

ご利用に関するお問い合わせは下記までご相談ください。
　いの町立介護老人保健施設　仁淀清流苑　　支援相談員　成岡・中本　☎ 088-893-3443

季節を問わずボラン
ティアさんのご協力をえて、
楽しい時間を提供できるよう

取り組んでいます。
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警察署からのお知らせ  土佐警察署　　  852ー0110
 いの警察庁舎　  893ー1234

相談で不安を解消しよう

いの町新町20－1
TEL（088）893－5161
■日帰り白内障手術
■ＯＣＴ（光干渉断層計）

院長　山　岡　昭　宏13:00
まで

1 相談受理状況
　昨年、県内の警察に寄せられた相談件数は、１万6,933件で、本年もそれを上回る多くの相談
が寄せられています。
　相談内容の項目別では、刑事問題が最も多く、次いでその他の生活安全（金銭貸借問題・生活
相談）、迷惑行為の順となっています。
　また近年、ストーカー・ＤＶ事案に関する相談も増え、昨年は277件の相談があっています。
　ストーカー・ＤＶの被害に遭ったり、不審な電話・メールなどで不安に思った時も、一人で悩
まず、最寄りの警察署又は警察本部総合相談室（＃９１１０番 又は ☎ ０８８-８２３-９１１０）に
相談してください。

2 警察相談の日
　警察では、９月11日を「警察相談の日」と定め、
　　◆犯罪等による被害の未然防止に関する相談
　　◆その他国民の安全と平穏についての相談
　に応じています。

　不急の相談が緊急通報用電話である「１１０番」に寄せられると、事件、事故等の緊急通報に
対する警察の対応を遅らせ、結果として人の生命、身体等の保護に支障を生じさせます。

　警察への相談は、

　　警察相談専用電話　「＃９１１０番」（ ☎ ０８８−８２３−９１１０）
　又は、各警察署（代表番号）にかけてください。
　なお、各警察署の代表番号は、NTTタウンページの巻末の「官公署欄」に載っています。　

【全国統一標語】

「警察の　相談ダイヤル　＃9110」
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図書館だより 9 月 ホームページから蔵書検索ができます。「予約」は、
図書館カウンター又は便利なWeb予約でお申し
込みください。（Web予約利用の際は、事前に利
用者登録及びパスワード設定が必要です。）新しく入った本

【小説】
・月の満ち欠け（佐藤正午　著 ／ 岩波書店）
・深海の寓話（森村誠一　著 ／ KADOKAWA）　
・嵯峨野花譜（葉室麟　著 ／ 文藝春秋）

・煌（きらり）（志川節子　著 ／ 徳間書店）
・変幻（今野敏　著 ／ 講談社）
・パーマネント神喜劇（万城目学　著 ／ 新潮社）

・５分後に思わず涙。青い星の小さな出来事（桃戸ハル　編著 ／ 学研プラス） ・新訳 メアリと魔女の花　(メアリ・スチュアート　著 ／ KADOKAWA）

・まぬけなこよみ（津村記久子　著 ／ 平凡社）
・人生の醍醐味（曽野綾子　著 ／ 産経新聞出版）
・破れかぶれの幸福（佐藤愛子　著 ／ 青志社）

・「他人」の壁（養老孟司・名越康文　共著 ／ ＳＢクリエイティブ）
・老いたら、笑顔（斎藤茂太　著 ／ ＰＨＰエディターズ・グループ）
・美女は飽きない（林真理子　著 ／ マガジンハウス）

【児童】

【ノンフィクション・その他】

9月19日（火） 10：30～11：00
☆ 毎月第3火曜日 ☆

 Peek a boo 
～あかちゃんと楽しむ絵本とわらべうたの時間～

【対象：０～３歳児・保護者】

・歴史小説　　・秋の絵本
・10代のキミたちへ　言霊～ことだま～

今月のテーマ展示

◆ 移動図書館バス「やまびこ号」
巡回地区及び主な停車場所
火曜日…吾北方面
　勝賀瀬郵便局・むささび温泉・吾北総合支所
　吾北中央公民館・水辺の駅あいの里　ほか

水曜日…天王方面
　紙の博物館・天王南２丁目公園・天王南３丁目集会所
　天王南７丁目集会所・天王コミュニティセンター
　天王北４丁目広場・池ノ内コミュニティセンター　ほか

木曜日…本川方面
　633美の里・本川遊漁センター・本川総合支所
　三瀬駐在所　ほか

※停車場所・時間帯などの詳細は、図書館まで
　お気軽にお問い合わせください。

いの町立図書館・本館

いの町立図書館枝川分室
（枝川コミュニティセンター内）

住所…いの町元町41番地　☎ 850-4360　
開館時間…9：30～18：00
休館日…毎週月曜日・祝日［23日（土）］
　　　　館内整理日［29日（金）］

住所…いの町枝川2462番地　☎ 850-4350
開館時間…9：30～18：00
休館日…月・水・金・日曜日

●いの町立図書館の本は、本館・枝川分室どちらでも
返却できます。

　また、高知県立図書館・高知市立市民図書館の本も、
返却できます。

～本との出会い推進員が訪問します～
本や子どもの読書についてなどお気軽にご相談く
ださい。
・７ヶ月児健診 …………………… 9月 ７日（木）
・３歳児健診 ……………………… 9月28日（木）

9月1日（金）　10：00～11：00

【対象：読み聞かせボランティア】
　読みきかせをしている方や始めたい方を対象に、勉
強会を開催しています。いろいろな本に触れ、読み聞
かせのコツを共有しましょう。申し込み不要ですので、
お気軽にご参加ください。

 読み聞かせ勉強会 

9月16日（土） 10：30～11：00
☆ 毎月第3土曜日 ☆

 くつしたのあな 
～幼児から小学生のための読み聞かせの時間～

【対象：幼児～小学生】

… 次回は …
10月28日（土）　10：30～11：30

高知おはなしの会による「ストーリーテリング」です
＾＾＾＾＾＾＾＾お楽しみに！＾＾＾＾＾＾＾＾

「いの史談会」からのお知らせ

■ 会員になりませんか！
　　「いの史談会」は、郷土の歴史・地理・文化財等の調査研究

を目的に、昭和50年8月に「伊野町歴史を探る会」として発足し
ました。平成3年に名称を「伊野史談会」と改め、平成16年の合
併に伴い表記を「いの」に変更して現在に至っています。

　　現在53名の会員が在籍し、主な事業として、機関誌「いの史
談」の発行、隔月の定期講演会の開催、年数回の視察研修など

を行っています。（年会費　2,000円）
　　地域の歴史や地理に興味関心がある方なら、どなたでも随時

入会することができます。お気軽にお問い合わせください。
■ 情報提供依頼
　　調査研究事業の一環として、町内の石造物（石仏、五輪塔

等）の場所確認及び拓本・写真記録を行っています。石造物に
関する情報提供をお待ちしています。

■ 連絡・問い合わせ　／　いの史談会　会長　山岡　遵（携帯）☎ 090-7146-8754　／　事務局　いの町立図書館　☎ 088-850-4360



ぐりぐらひろば（いの町地域子育て支援センター）からのお知らせ
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の行事は事前にお申し込みください。詳細は、配布又はホームページに
掲載している「ぐりぐらつうしん」をご覧ください。

★子育て座談会③～気軽な健康や育児の相談～
　９月  1日（金）13：00～13：50
　講師：仁淀病院小児科　倉繁　迪 先生
★出張peek a boo
　９月  5日（火）	10：30～11：00

★まさちゃんの歌とふれあい遊び
　９月  8日（金）	10：30～11：00
★本との出会い推進員さんによる読み聞かせ
　９月20日（水）	10：30～11：00
★おやこっこたいむ　（育児相談）
　９月26日（火） ９：30～11：30（受付は9：50まで）

9月・10月初旬行事予定

妊婦さん～産後4ヵ月までの親子対象
木曜日　10：00～11：30

▪9月7日（木）
 『マタニティ＆ママヨガ』
   講師：助産師　藤原　恵 先生
   ～安産に向けての体づくり・心づくり
   　　　　産後は自分の体を知り、リラックス～
　＊バスタオル持参
▪10月5日（木）
 『本との出会い推進員さんによる読み聞かせや
　図書の紹介』
 『ハンドマッサージでリフレッシュ♪』
 『赤ちゃんが落ち着く抱っこの仕方って？』等

妊婦さん～就園前親子対象
▪9月14日（木）10：00〜11：00
　家庭教育学級『ネット時代の子育て』　
　講師：高知県警少年女性安全対策課　重光　孝彦 先生
▪9月21日（木）  9：45〜11：30
 『食育講座　おはなしもぐもぐ①』
　講師：管理栄養士・図書館司書　
　＊エプロン、三角巾持参
▪9月28日（木）10：00〜11：00
　子育て講座『ベビーマッサージと講話』　
　講師：高知県子育て支援アドバイザー　森木　由美子 先生
▪9月30日（土）13：30〜15：00
 『ファミリー講座～ギターデュオコンサート～』
　講師：池田　葉子 先生　　佐伯　北斗 先生

妊婦さんから就園前親子のための講座
ぐりぐら♡ほっと講座 ぐりぐら講座

【申込・問い合わせ】　ぐりぐらひろば（いの町総合健康センター内）　☎ 8 9 2 - 3 1 5 1

持ってくるもの：母子手帳

職員の寸劇に絵本の読み聞かせや歌に踊り、
みんなで過ごした楽しいひととき。

短冊に書いた願い事が叶いますように。

要予約

要予約

要予約

要予約

開所時間
9:30 ～ 15:00
ぐりぐらひろばHP

産前産後の
ママたちの

出会いと憩いの場

◆七夕会◆ ◆保護者会◆
ニッセイ財団贈呈式に出席

保護者会を代表して２組の親子が出席。
子どもたちも「ありがとう」が伝えられ
たね！保護者会から寄贈された遊具は
ひろばの大切な宝物になりました☆

保護者会いちごサークル様より大型遊具をご寄贈頂きました
ニッセイ財団「児童・少年健全育成」に関する助成金により、保護者会からひろばの
子どもたちのために、中庭へ大型遊具やベンチなどを設置していただきました。
紙上をもちまして厚くお礼申し上げます。　

お礼

院長　森 木  光 司
吾川郡いの町3674 TEL（088）893‐0014

医療法人
光生会 森 木 病 院

内　科
外　科
小児科
循環器内科
消化器内科
リハビリテーション科
人工透析

要予約
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土佐の豊穣祭　仁淀川 神楽と鮎と酒に酔うin仁淀ブルー
　仁淀川流域の自然や歴史、食、文化を見て、感じ、味わい、存分に酔って楽しんでもらう一日。
　ＪＲ伊野駅からはシャトルバスも運行しておりますので、一夜限りの宴を五感全てでお楽しみください。

●と　き
　９月30日（土）　15：00～20：30
　※雨天時：10/1（日）
●ところ
　仁淀川波川公園（国道33号仁淀川橋下）
●スケジュール　15:00～ 開場　
　オープニングセレモニー（仁淀川利き酒大会）
　サンドウィッチパーラー
　吾北清流太鼓 一番風
　フラチナリズム
　火振り漁
　安居神楽 など

●無料シャトルバス
　ＪＲ伊野駅→紙の博物館→会場→ＪＲ伊野駅
●その他
　雨天や河原が使用できない場合は、翌日開催し

ます。
　また日程等の催しの内容は変更する場合があり

ます。

【主　催】
　仁淀川 神楽と鮎と酒に酔う実行委員会

いの町観光協会からのお知らせ
■ 問い合わせ　〒781-2101 いの町大国町145　　☎ 893-1211　　Fax 893-1205

「 高知で恋しよ!! マッチング 」
　県では、会員制のお見合いシステム「高知で恋しよ!!マッチング」による、結婚への支援を希望する独身の方

の１対１の出会いのサポートを行っています。６月末時点で、会員数は８６９人で、９組のカップルが成婚し

ています。

　県内３か所に設けられた「こうち出会いサポートセンター」で、お会いしたいお相手のプロフィール閲覧、

お見合いの申込ができます。８月２７日からは、システムが会員の活動履歴を分析し、条件が合えば、会員へ

の「おすすめ」のお相手を紹介する新たな機能が追加されました。

　また、高知センターが、大同生命高知ビル１階から２階に移転オープンしました。検索・閲覧のためのブー

スも増設し、来所予約も取りやすくなりました。

この機会にぜひ「高知で恋しよ!!マッチング」をご利用ください。

【費用】◆入会登録料：10,000円（２年間有効）
　　　　◆お引合せ時：１回につき１人 2,000円
　　　　　（お引合せ時の飲物代等）

【高　知】　高知市駅前町5-5大同生命高知ビル２F
　　　　　　TEL：088-821-8081
　　　　　　日・月 …………… 10時～17時
　　　　　　火・水・木 ……… 13時～20時
　　　　　　※金・土・祝休み

「高知で恋しよ!!マッチング」のご利用は「こうち出会いサポートセンター」で！
　　　　　　■問い合わせ　　こうち出会いサポートセンター　　☎ ０８８−８２１−８０８１
　　　　　　　　　　　　　　高知県地域福祉部少子対策課　　　☎ ０８８−８２３−９７１７
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申 込 方 法

持参する物

生涯学習係窓口へ直接又はお電話で！　いの町1700-1　教育委員会事務局
受付　月～金曜日（祝日を除く。）　8：30～17：15　  893－1922
［受付内容　氏名・住所・電話・受講講座名・※相談内容］

筆記用具・講座に応じて
（使用している機器：スマホ・タブレット・パソコン・電源・マウス他付属品等）

パソコン教室のご案内　10月開催予定講座

パソコン
　やってみん!?

パソコン・スマホ・タブレット個別相談室
Windows操作・印刷からワード・エクセル活用・アクセス基礎・デジカメ・LANネットワーク基礎・インターネット
とメール・パソコンのトラブルetcの相談室です。
スマートフォン・タブレットについては、WiFi接続や基本操作などです。
（C言語やVBAなどの言語関係・CAD（図面ソフト）は除く）その他の内容については、予約の時に相談内容
をお願いします。

10 月
予 定 表

10月分締切日：9月25日（月）17：00
主　催：いの町教育委員会事務局（伊野公民館）
講　師：森　清仁
会　場：いの町役場１階　101会議室

パソコン・スマホ・タブレット個別相談室

開　催　時　間 受講料ほか 10月日程

パソコン・スマホ・タブレット
個別相談室

※VBA＆CADなどは除く

申込1件
1時間以内

10：00～16：00
受講料　1,000円

10／  7（土）

10／21（土）

10／22（日）

10／28（土）

10／29（日）

※予約がない場合は中止します。

診療時間：　９時 ～ １２時３０分
　　　　　１４時 ～ １７時３０分



＜３歳児健診、４か月児健診は個別に通知します。＞

◦９月１日～１０日の予定は広報８月号をご覧ください。都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

（ 9／11〜10／10 ）

子育てサービス

健診・がん検診

健診・がん検診申込受付

保 健 行 事 予 定 表
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9
　
月

　３（日） い の 病 院 ☎ 893-0047

10
　
月

　１（日） い の 病 院 ☎ 893-0047

１０（日） 高 岡 内 科 ☎ 892-0296 ８（日） 森 木 病 院 ☎ 893-0014

１７（日） 森 木 病 院 ☎ 893-0014 ９（月） 仁 淀 病 院 ☎ 893-1551

１８（月） 仁 淀 病 院 ☎ 893-1551 １５（日） WESTほね関節クリニック ☎ 850-8811

２３（土） い の 病 院 ☎ 893-0047 ２２（日） さ く ら 病 院 ☎ 893-5111

２４（日） さ く ら 病 院 ☎ 893-5111 ２９（日） 仁 淀 病 院 ☎ 893-1551

広報いのは再生紙を使用し、
大豆インクで印刷しています。

月 月

内　　容 日　程 場　　所 受付時間

お や こ っ こ た い む
（  育  児  相  談  ）

9/12（火） 天王コミュニティセンター

9：30～ 9：509/26（火） 総合健康センター（ぐりぐらひろば）

10/10（火） 枝川コミュニティセンター

３ 歳 児 健 診 9/28（木） すこやかセンター伊野
13：00～

４ か 月 健 診 10/  5（木） すこやかセンター伊野

離 乳 食 講 習 会 ※ 9/15（金） すこやかセンター伊野 9：50～10：00

マタニティ教室♥たまごっこたいむ※ 9/22（金） すこやかセンター伊野 13：15～13：30

※離乳食講習会、マタニティ教室♥たまごっこたいむに参加希望の方は、ほけん福祉課（☎893-3811）まで
　お申し込みください。

内　　容 健診日 場　　所 健診受付時間

健 　 診

10/ 2（月）

すこやかセンター伊野 8：00～10：0010/ 3（火）

10/ 4（水）

※10/2（月）すこやかセンター伊野で、健診と同時に歯科衛生士による無料歯科相談を実施します。

内　　容 健診日 場　　所 健診受付時間 電話申込受付期間

乳 が ん 検 診
子 宮 頸 が ん 検 診

10/25（水）
すぱーく吾北 8：30～10：30

9/25（月）～
清水公民館 13：00～15：00

健 　 　 　 　 診
子 宮 頸 が ん 検 診

11/  5（日） すこやかセンター伊野 8：00～10：00 10/10（火）～

※健診：特定健診、30歳代健診、がん検診（胸部・胃・大腸）
※乳がん検診・子宮頸がん検診は２年に１回、健診は１年に１回となっています。
※11/5（日）すこやかセンター伊野には、キッズスペースがあります。

健診・がん検診の申し込みは電話又はハガキでお願いします。
電話の場合は、申込受付期間（月～金曜日8：30～17：15）に、ほけん福祉課（☎８９３－３８１１）までお申し込みください。
ハガキの場合は、電話申込受付開始日の１週間前までに投函をお願いします。（ハガキは４月広報に折り込みのいの町健康ガイドに
入っています。）

※都合により当番医が変更となる場合があります。受診の前に電話でご確認ください。


